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担当課：

１　評価対象施設の概要

開始日

終了日

評価実施年

２　利用実績

単位 H2６年度 H2７年度 H2８年度 H2９年度 H３０年度 R元年度

人 86.3人/日 86.3人/日 90.1人/日 88.9人/日 89.3人/日 90.5人/日

人 38.9人/日 38.9人/日 39.2人/日 36.1人/日 39.3人/日 44.9人/日

人 10.2人/日 10.2人/日 9.8人/日 8.7人/日 6.8人/日 5.6人/日

３　事業収支

H2６年度 H2７年度 H2８年度 H2９年度 H３０年度 R元年度

A　 526,335,477 597,735,618 613,539,688 601,831,806 614,210,654 652,017,679

513,401,246 596,908,071 612,770,440 601,082,330 613,452,978 651,197,958

690,151 594,267 473,328 503,236 500,556 573,361

12,244,080 233,280 295,920 246,240 257,120 246,360

B　 506,317,242 552,899,696 564,593,409 568,574,998 578,460,878 615,747,511

506,317,242 552,899,696 564,593,409 568,574,998 578,460,878 615,747,511

A-B　 20,018,235 44,835,922 48,946,279 33,256,808 35,749,776 36,270,168

４　管理運営状況評価

効率性効率性効率性効率性：経費の縮減等の効果（経費縮減・収入増加の具体的な取組、効果等）

適正性適正性適正性適正性：適正な施設の管理運営（施設の管理運営の状況、自主事業の取組、安全管理・危機管理体制等）

小学校や中学校からの社会実習の受け入れを行うなど、地域との有機的な連携や双方向の関係づくりを行っています。また、施設が

提供するサービスの質を、公正・中立な第三者機関に専門的・客観的な立場から評価を行う第三者評価を受審し、サービスの質の向

上に取組んでいます。

市の評価

公開セミナーの開催や社会実習の受入等、地域との連携を図っている。公開講座等の開催、通所リハビリテーションの強化を行い利

用者の増加に努めるとともに、公正・中立な第三者機関の評価を受審し、サービスの質の向上に努めている。

特定医療法人仁悠会が指定管理に入った当初は、在宅復帰率が約10％程度と低水準であったものの、近年では50％を超える高い実

績を残している。超強化型介護老人保健施設として、介護老人保健施設の重要な機能である在宅復帰施設としての役割を果たしてい

る。

上記のとおり消耗品購入による費用の増加、医師拡充に伴う人件費の増加は見られるものの、経費削減の取り組みは見られる。ま

た、リハビリテーションの提供体制の強化により、通所リハビリテーションの利用者等が増加し、収入も増加している。

年度後半の新型コロナウイルス感染対策に必要な衛生品や消耗品の購入量の増加及び単価の上昇による費用の増加や、医師の拡充に伴う人件費などが

増加した。

市の評価

生駒市介護老人保健施設　やすらぎの杜　優楽

生駒市小瀬町３２４番地２

要介護者等について、日常生活の自立を支援し、又は居宅における生活への復帰を促進するため、

介護保険法に規定する介護老人保健施設を設置する。

介護保険法に規定する、通所リハビリテーション、短期入所療養介護、介護保健施設サービス、

介護予防通所リハビリテーション、介護予防短期入所療養介護、訪問リハビリテーション

指定期間

施設名称

所在地

指定管理者名

利用料金制適用区分

選定方法

特定医療法人　仁悠会

利用料金制

公募

平成２３年　４月　１日

令和　３年　３月３１日

最終年度を除く指定管理期間全体

指定管理料

自主事業収入

その他

設置目的

主な実施事業等

入所・短期

利用区分等

通所リハビリテーション

指定事業費

自主事業費

有効性：有効性：有効性：有効性：施設の設置目的の達成（施設の目的や特性等に合致した管理運営、市民の平等な利用の確保、利用者の満足度等）

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

これまでと同様に、個々の利用者の状態に応じた、多職種によるチームケアを行い、在宅復帰率50.2％と非常に高い実績を達成しま

した。今後も在宅強化型介護老人保健施設として、介護老人保健施設の重要な機能である「在宅復帰施設」としての役割を果たして

いきます。

市の評価

令和　2年　８月２６日

　福祉健康部　　健康課

指定管理者導入施設　管理運営総合評価シート（標準例）

事業収支

収入計

支出計

短時間通所リハビリテーション

利用料金収入

総括用



５　総合評価（指定管理期間全体を通した管理運営に対する評価）

ご家族・ご本人ともに安心して帰ってもらえることを念頭に、トライアル制度も導入しながら在宅復帰を重視した運営を

行っている。近年は在宅復帰率50％を超える高い実績を残している。超強化型介護老人保健施設として利用者のニーズに

適応したサービスの提供、効率的な運営に努めていただき、計画・目標どおりの安定した収支状況で優れた結果となってい

ます。

リハビリサービスの提供体制強化、サービスの充実等を継続的に行うことにより、サービスの質・利用率の向上を図り、安定した経

営状況となっている。

安定性安定性安定性安定性：サービスの安定的な提供（事業収支の状況）

指定管理者による自己評価

市の評価

以前より在宅復帰を重視した運営を行っています。今後も医療必要度の高い利用者や認知症高齢者の受け入れを積極的に行

うなど、地域に求められている介護老人保健施設として取り組んでいきたいと思います。

指定管理者による自己評価

高齢者ニーズに適応したサービスの提供を行うことで、利用率の維持向上を図り、比較的安定した事業が行うことができています。

今後も継続して、医療的必要度の高い利用者の受け入れ等も積極的に行い、安定した事業の継続に努めます。

市の評価


